
東大和市生活安全協議会 第２回会議要録 

会議名 令和７年度 第２回 東大和市生活安全協議会 

開催日時 令和８年２月４日（水）午前１０時００分～１０時３０分 

開催場所 中央公民館 ２０３学習室 

委員 〔出席者〕 １２名 

〔欠席者〕  ０名 

会議次第 １ 開会 

２ 議題 

（１）東大和市における防犯、防災の状況について 

（２）各団体からの情報提供について 

３ 閉会 

配布資料 〔事務局より配布〕 

・次第 

・委員名簿 

・席次表 

・東大和市内犯罪発生状況（令和７年１２月末現在)（東大和警察署） 

・令和７年１月から１２月期の火災状況及び救急件数について（北多摩西部消防署） 

・林野火災警報（パンフレット）（北多摩西部消防署） 

公開・非公開の別 公開 

傍聴人 ０人 

会議内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）東大和市における防犯、防災の状況について 

   ※東大和警察署より、配布資料を用いて説明。 

    ・東大和市内犯罪発生状況について 

   【質疑応答】 

・法人が被害に遭うケース（経理担当が騙されて送金してしまうケース）も

あるらしいが、そのようなケースは本資料の特殊詐欺被害状況に含まれて  

いるか？ 

→含まれていない。本資料中の特殊詐欺とは別に集計している。 

・自治会の方から、「東大和警察から特殊詐欺が横行しているとの電話が 

あるが、本当に警察から電話しているのか？」との問い合わせがあったが

どうか？ 

→アポ電などの被害があった地域に対し、警察の委託団体から電話をして 

いる。不安であれば警察に確認をとっていただいても構わない。 

 

   ※北多摩西部消防署より、配布資料を用いて説明 

    ・火災状況及び救急件数について 

    ・林野火災警報（パンフレット） 



【質疑応答】 

なし 

 

（２）各団体からの情報提供について 

 ＜南街二丁目協和自治会＞ 

・自治会の人数が減る一方、高齢者は増えている。 

   そのため、防災への取り組みは１つの自治会では対応しきれなくなって  

   おり、南街三丁目協和自治会との連携をはじめたところ、若い世代の    

自治会員が増えた。 

・お祭りで東大和市防災安全課作成のパネルを展示したところ、若い世代の 

加入増につながった。 

・自治会員が高齢となり、施設に入所する等の理由で空き家状態となる家屋 

が増えている。空き家の増加は、防災や防犯に影響を与えることから、  

地域の課題として考えていきたい。また、大事には至らなったが、空き家

から煙が出ていることがあった。 

  

上記、情報提供に対し、東大和警察署並びに北多摩西部消防署から以下の   

コメントがあった。 

 

【東大和警察署】 

空き家の中に入り込む人がいることがあるとは聞いている。通報があれば 

現場に出動しているが、空き家内に立ち入っている人を確認したことは  

ない。不審なことがあれば近くの交番にご相談いただきたい。 

 

  【北多摩西部消防署】 

ブレーカーを落としたり、家屋の周辺を整理したりする等が火災対策に  

なる。しかしながら、それらは家屋所有者の責任なので、自治会様からは  

火災が起きないように、上記のことを伝えていただくとよいと思う。 

なお、消防署も個人宅にまで査察に入る権限はなく、家屋所有者が適正に 

維持管理することが必要である。 

 

＜東大和市防犯協会＞ 

  ・２月３日に武蔵村山市の神明社で節分行事があり、啓発品を配布し、特殊  

詐欺の注意喚起を行った。 

  ・東大和市防犯協会では、ＢＩＧ ＢＯＸ 東大和の花壇の世話をしている。  

花が咲いたので、ぜひご覧になって欲しい。 

  ・東大和市防犯協会は、市民や関係機関と協力しながら、できるだけの活動を

今後も行っていく。 

 

３ 閉会 


